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本院における顎関節症チーム診療にみられる登録患者の概要
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Abstract:A team approachfortemporomandibulardisorders(TMD)patientsinourhospitalstartedin

November1993.Thepurposeofthisstudywastoobtainanoutlineofpatientswhowereenrolledtoourteam

clinic.Atotalof703patientswereexaminedoveraperiodof30mon也sfromJanuary1994toJune1996.

Femalepatientswerepredominant,Withawoman･t0-manratioof3.23:1.Agerangewasfrom 9to82

years.Thedistributionofpatientsbyagegroupswas24%in9-19years,33%i正20-29years,12%in30-39years

andnearlylO%in40-49,50-59,60-82years.htheyoungpopulation,patientsunder15yearswere8.4%and

16-18yearswerell.7%.

Thedistributionofpatient'sresidenceshowed68% ofpatientscamefrom Niigatadistrict.Patients

attendedonreferraltotheteamclinicwereonly24,3%,thisfigurepointedoutthenecessityofmoreinformation

togeneraldentalpractitionersandmedicaldoctors.

抄録 :新潟大学歯学部附属病院では平成 5年11月から,特殊歯科総合治療部を窓口とした顎関節症チーム診療体制が

発足した｡平成6年 1月から2年 6カ月間に,いわゆる顎関節症の症状を訴えて来院し登録された患者の全体像を把

握する目的で調査した｡

登録患者数は,平成 6年が278名,平成 7年が272名,平成 8年の半年間で153名の合計703名であった｡男女比は 1:

3.23と,従来の報告にある男女比の範囲内であった｡患者の年齢は9歳から82歳に分布した｡年齢別分布では,10歳

代は24%,20歳代は最も多 く33%であった｡′30歳代は12%,40歳代以降はいずれもほぼ10%と,20歳代をピークとす

る1蜂性の分布を示した｡この内,若年者では,15歳以下が全体の8.4%を,16歳-18歳が11.7%を占めた｡今回の特
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徴として,10歳代と20歳代が全患者数の57%と過半数を越え,とりわけ,女性は44%を占めた｡

月別患者数では,3月,4月,8月に多く,12月, 1月の冬の時期と7月に少なかった｡患者の地域分布では,節

潟市と西,中蒲原郡などからなる新潟地区は67%を占めた｡紹介来院患者数は全体の24.3%と,その割合はまだ少な

く,今後もピーアール活動が必要なことが示された｡初診時診査後に精査と治療を依頼した診療科別の患者数では,

新患当番を担当した曜日によると思われる差があったO

緒 E5

新潟大学歯学部附属病院では平成 5年11月から,特殊

歯科総合治療部を窓口とした顎関節症チーム診療体制が

発足 した｡顎関節症の症状を訴える初診の患者は予診室

での診査後に,特殊歯科総合治療部を受診し登録される｡

受診相談や,他の医療機関からの紹介先としての窓口が

一本化され,診療科別ではなく病院全体としての患者動

向が把擾できるようになった｡

より効率的なチ-ム診療体制を整えるためには,まず

受診 した患者の全体像を明らかにする必要がある｡過去

に報告 された本院における顎関節症患者の臨床統計1･2)

は,いずれも口腔外科を受診 した患者を対象としてお り,

病院全体 としての患者動向ではなかった｡

そこで,特殊歯科総合治療部に登録された顎関節症患

者の統計を報告し,若干の考察を加えたい｡

調 査 対 象

平成 6年 1月から平成 8年 6月までの2年 6カ月間

に,いわゆる顎関節症の症状を訴えて本学歯学部附属病

院に来院し,特殊歯科総合治療部を窓口として登録され

た703名を調査対象とした｡

なお,初診時の診査は,患者への対応が一貫するよう,

口腔外科,補綴科,特殊歯科総合治療部の専任歯科医が

交代で担当した｡
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図 1 患者の年齢 ･性別分布

結 果

登録患者数は,平成 6年が278名,平成 7年が272名,

平成 8年の半年間で153名の合計703名であった｡ このう

ち,男性は166名,女性は537名と女性が多 く,男女比は

1:3.23であった｡

1.年齢 と性別分布

患者の年齢は9歳から82歳に分布した｡10歳代は男性

46名,女性125名の合計171名,24%であった｡20歳代は

男性48名,女性183名の合計231名,33%と最大の比率を

占めた｡また,30歳代は12%,40歳代以降はいずれもは

ば10%の患者数を示し, 1蜂性の分布であった (図1)0

この うち,若年者は表 1に示すように,15歳以下すな

わち中学生以下は,合計59名で全体の8.4%を占めた｡ま

た,16歳-18歳は合計82名,ll.7%であった｡

2.月別患者数

月別の登録患者数では,3,4,8月に多かった(表 2)0

3月と8月には18歳以下の患者が約30%を占め,学校の

春休みや夏休み期間中に受診したと思われた｡逆に,12

月, 1月の冬の時期と7月には少なかった｡

3.紹介患者

満介を受けた患者数は171名で,全体の24.30/Oであっ

た｡その紹介元医療機関の内訳は,歯科医院からが90名

と最も多 く,約半数を占めた｡次いで,本院他診療科か

らが48名,総合病院の歯科からが23名であった｡一方,

表 1 若年患者数
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表2 月 別 患 者 数
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図2 患者の地域分布

医学部附属病院あるいは医院からは10名 と少なかった｡

歯科医院からの紹介患者数は若干であるが増加傾向に

あった｡

4.治療依頼診療科別患者数

本院のチーム診療では,初診時に共通資料 としての問

診表と診療録を用いた診査を行い,その後に最適な診療

科に診断,治療を依頼する体制 となっている｡診断,袷

療を依頼した診療科別の患者数は,1口外155名,2口外

117名, 1補綴176名, 2補綴109名,特歯127名,矯正 8

名であった｡新患当番を担当した曜 日によると思われる

差が認められた｡

5.患者の地域分布

新潟市,中蒲原郡などか らなる新潟地区は68%を占め

た｡とりわけ,新潟市内は57%と過半数を越 えていた｡

また,新潟地区に新津市,豊栄市を加えた,新潟市近郊

20km圏内からの来院が75%と大部分を占めていた (図

2)0

考 察

今回の調査は特殊歯科総合治療部を窓 口とする顎関節

症チーム診療体制に登録された患者の全体像を把握す る

ことを目的 としている｡そのため,いわゆる顎関節症の

症状を訴え,登録された患者を対象 とした集計で,顎顔

面部の外傷,炎症,腫癌性病変などの類似疾患が完全に

は鑑別,除外されていない可能性がある｡ しかし,本院
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では予診室での診査後に特殊歯科総合治療部を受診す る

ことや,初診時診査の担当者は各診療科において顎関節

症患者を専任的に治療を行っている歯科医であること,

診査の際には急速現像 したパ ノラマX線写真を用いて鑑

別を行っていることから,上記の煩似疾患が含まれる可

能性はかな り小さいものと思われ る｡

患者の性別頻度は,顎関節症患者群を対象とした従来

の報告にある男女比の範囲内であった3)｡

1.患者の年齢構成について

年齢別頻度では,20歳代を ピークとする1峰性の分布

を示 した｡1988年に報告 された成 ら1)辛,渡辺ら2)による

本院の口腔外科における顎関節症の臨床統計では,20歳

代を中心 とした大 きなピークのはかに,50歳代,特に女

性にはも う一つの小さなピークが示されているO今回の

調査では 2番 目のピークは認められなかった｡

また,今回の結果の特徴 として,10歳代 と20歳代の患

者合計が占める割合は全患者数の57%と過半数を越えて

いた｡とりわけ,女性は308名 と全患者数の44%を占めて

いた ことが挙げられる｡ これに対 し,成らや渡辺 らの報

告1･2)では,10歳代,20歳代の合計は50%に達 しておらず,

この年代の女性患者が占める割合 も30%前後 と今回より

も少ない｡ この苦い女性患者が大 きな割合を占めた理 由

に,年齢的特徴 と男女差の相乗効果の他に,本疾患-の

関心の違いも考えられた｡ ここ数年来,女性を購読者 と

する～般雑誌に顎関節症に関する記事がたびたび掲載 さ

れていることからも,女性における本疾患への関心の高

さが推測される｡

一方,近年,小児における顎関節症患者の増加が指摘

されているO今回の調査でも,11歳以下が 2名,12歳が

11名,13歳が16名,14歳が16名,15歳が14名と中学生以

下が合計59名,8.4%を占めた｡15歳以下の顎関節症患者

が全顎関節症患者に占める割合は,本院第 2口腔外科に

おける調査では,昭和49-昭和59年の約10年間では5.4%

で あった4)の が,昭 和60年～平 成 6年 の10年 間 で は

10.5%に増えていた5)｡今回の調査期間は2年半 と短 い

ため断定はできないが,小児における顎関節症の増加傾

向を裏付ける結果 と思われる0

2.紹介元医療機関について

前述の成 らの報告1)によれば,紹介来院患者は全体の

- 65-



226 新潟歯学会誌 26(2):1996

約50%を占め,そのうち整形外科,耳鼻科などの歯科以

外の医療機関からの紹介が約半数であった｡ しかし,今

回の調査では24%と低 く,特に医科からの紹介は極めて

少なかった｡その理由として,特殊歯科総合治療部とし

て新患受付を開始してまだ日が浅 く,その存在や診療内

容が十分認識されていないためと思われた｡顎関節症の

治療には関連する医科 との連携は不可欠であることか

ら,今後もさまざまな磯会を利用してピーア-ル活動を

行う必要がある｡

3.初診担当方法について

初診時診査後に,精査 と治療を担当したのは,ほとん

どが新患当番を担当した診療科であった｡新患担当医が

他の診療科へ紹介したのは約20名で,歯列不正が著しく

矯正治療を必要とする症例,急性のク｡-ズ ドロック症

例などであった｡この理由として,診査によって既に病

態がかなり把握できていることや,最初に選択される治

療法が診療科によってそれほど差異がないことから,引

き続き治療を担当することが効率的と判断したことが考

えられる0-万,当番制の弊害を反映している恐れもあ

る｡すなわち,初診診査を担当した歯科医がそれぞれの

診療科-機械的に治療の担当を依頼した傾向を示 してい

る可能性がある｡

多 くの発症因子が関与し,多様な病態を呈する顎関節

症に対し,-診療科単独での対応には限界があることは

明らかなことから,今後も病院全体としての効率的な診

療体制を検討していく必要性が示された｡

4.患者の来院地区について

地区別にみた患者の割合は,山口ら6)が報告した本学

小児歯科外来における来院患者の実態調査とほぼ同じで

あったが,新潟市内が過半数を越えている点が異なって

いた｡来院の容易さとともに,顎関節症の発症には心理

的因子が関与すると考えられていることから,都市部の

生活がより精神的緊張を引き起こしやすい側面を示して

いるのかもしれない｡

結 請

平成 6年 1月からの2年 6カ月間に,いわゆる顎関節

症の症状を訴えて来院し,特殊歯科総合治療部を窓口と

して登録された患者数は,合計703名であった｡男性は166

名,女性は537名で,男女比は1:3.23であった｡年齢別

頻度では,20歳代をピークとする1峰性の分布を示した0

10歳代 と20歳代の合計は全患者数の57%と過半数を越

A,特に,女性患者は440/.を占めた.

紹介を受けた患者数は全体の24.3%と,割合はまだ低

く,一層のピーアール活動が必要であることが示されたO

また,初診時診査後に精査と治療を担当したのは,殆ど

が新患当番を担当した診療科であり,機械的に依痕して

いた傾向が示されたO効率的なチーム診療体制への検討

課題と思われた｡

本論文の要旨は第28回新潟歯学会総会(平成 7年 4月,

新潟)ならびに第 9回日本顎関節学会総会 (平成 8年 7

月,東京)において発表した｡
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